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剰余金の配当に関するお知らせ 

 

 当社は、2021年５月14日開催の取締役会において、以下の通り、2021年３月31日を基準日とする剰余金の

配当を行うことを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１. 配当の内容 

 決  定  額 
直近の配当予想 

（2020年５月19日公表） 

前期実績 

（2020年３月期） 

基 準 日 2021年３月31日 同左 2020年３月31日 

１株当たり配当金 ３円00銭 同左 ３円00銭 

配当金総額 214百万円 － 207百万円 

効力発生日 2021年６月25日 － 2020年６月25日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

2021年３月期の年間配当は、中間配当金として、1株につき３円 00銭をお支払いしておりますので、前年

度と同額となる１株当たり６円00銭となります。これにより連結配当性向（注１）56.1％、配当利回り（注２）

0.68％、総還元性向（注３）59.3％、DOE（株主資本配当率）（注４）2.2％となります。 

 

（注１）連結配当性向＝(配当金総額÷親会社株主に帰属する当期純利益)×100 

（注２）配当利回り＝(１株あたり配当金÷期末日現在の株価)×100 

（注３）総還元性向＝{(配当金総額＋株主優待＋自己株式取得)÷親会社株主に帰属する当期純利益}×100 

（注４）DOE（株主資本配当率）＝{年間配当総額÷株主資本} ×100＝｛ROE×配当性向｝ 

 

２.理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題のひとつと位置付けたうえで、将来の成長に向け

た戦略的投資に必要な内部留保の充実と連結配当性向、配当利回り、総還元性向並びに DOE（株主資本配当率）

を踏まえた利益還元とのバランスを勘案し、安定した配当政策を実施することを基本方針としております。 

 

 

 

 



 
（参考）年間配当金の内訳 

  １株あたり配当金(円) 

  第2四半期末 期末 合計 

当期実績 

（2021年3月期） 
３円00銭 ３円00銭 ６円00銭 

前期実績 

（2020年3月期） 
３円00銭 ３円00銭 ６円00銭 

 

 

 

 

以 上 


